
・第28回全国JOCジュニアオリンピックカップ
・夏季水泳競技大会水球競技

＜準　決　勝＞　7－1 富士見高校
＜決　　　勝＞　7－3 鴨沂水球クラブ

【出場選手】
行天　朋加、松井　祐未、牧田　優、戸張　亜紀、神戸　郁美、
藤野真奈美、塙　麻弥、小川　沙希、西尾　彩香、皆川　佳苗、
横溝　由紀、田中裕里奈、清水ひかり

■新体操部
・第60回　国民体育大会【岡山県井原市】
『個人・団体総合』 12位
【出場選手】
柳澤　麻衣、秋山　幸、明石悠理恵、高橋　莉奈、藤川　真帆

・茨城県高校新人大会　
『個人総合』 1位 明石悠理恵

2位 秋山　　幸
3位 高野　優香

■ダンス部
・全国中学校高等学校ダンスコンクール
『ソロ・デュエット部門』 第2位 勝村千枝里

・ミスダンスドリルチーム日本大会2005
『リリカル部門』 第1位
【出場選手】
黒川　綾子、渡辺ゆかり、堤　絵里香、加藤　晶子、慶野　香、
逢坂ひとみ、木内麻衣子、勝村千枝里、徳竹　美帆

■吹奏楽部
・第40回　茨城県アンサンブルコンテスト
『木管四重奏』 金賞
『管楽七重奏』 金賞
『クラリネット八重奏』 金賞
『金管八重奏』 金賞
『打楽器六重奏』 銀賞
『フルート三重奏』 銅賞

・第45回　茨城県吹奏楽コンクール
『高等学校　A部門』 金賞
『高等学校　C部門』 金賞

・東関東吹奏楽コンクール
『高等学校　A部門』 銀賞

■陸上競技部・駅伝部

・全国都道府県対抗女子駅伝大会 【京都府西京極陸上競技場】
【出場選手】
大r 千聖、和田　沙織、成毛　志麻

・東日本女子駅伝大会 【福島県福島市信ヶ丘陸上競技場】
【出場選手】
大r 千聖、和田　沙織、成毛　志麻

・全国高校駅伝大会 【3年連続　7回目の出場：京都府西京極陸上競技場】
13位 【1時間10分36秒】（6年ぶりの県勢10位台）

【出場選手】
1区　大r 千聖　　　2区　和田　沙織
3区　櫻井　梨沙　　　4区　星野　純子
5区　成毛　志麻

・第17回　茨城県高校駅伝競走大会　
優　勝 【1時間10分32秒】

【出場選手】
1区　大r 千聖　　　2区　成毛　志麻
3区　星野　純子　　　4区　櫻井　梨沙
5区　和田　沙織

＊全国高校駅伝大会と関東高校駅伝大会への出場を決めました。

・関東高校選抜新人陸上競技選手権大会
【9年連続　9回目の出場】
『やり投』 優　勝　塚本　侑子

・茨城県高校陸上競技新人大会
『100mH』 1位　生井　美有
『400mH』 2位　生井　美有
『4×100mR』3位　岸本遥、生井美有、根本利恵、鈴木杏奈
『3000m』 2位　成毛　志麻
『走高跳』 3位　渡部　聖子
『やり投』 2位　塚本　侑子
『砲丸投』 2位　塚本　侑子　3位　山崎　弥良

・全国高校総体陸上競技大会 【13年連続　15回目の出場：千葉県】
『100mH』 準決勝進出　生井　美有
『4×100mR』準決勝進出　木村万里恵、山下彩花、根本利恵、生井美有
『やり投』 10位 塚本　侑子

■柔道部
・茨城県高校柔道新人大会
『78Kg超級』3位 渡邉久美子

■水球部
・水球ニュージーランド遠征 ＜日本代表選手として参加＞
行天　朋加

＊サザンクロストーナメント準優勝。
＊ニュージーランドやイングランドとも対戦。
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聖徳学園は、日本の教育機関では初めて品質管理
システムのISO9001および環境管理システムのISO
14001、両国際規格の認証を同時取得しました。
高品質でより良い教育を可能にするシステムを作り
上げ、また地球環境を守る管理システムを整え、それらが
国際機関の定めた規格で認証を得た今、聖徳学園は
次の高みに向けて新たな活動を開始します。

より豊かな未来に向け ISOをダブル取得

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

I N D E X

・第17回全国高校女子駅伝大会
堂々の13位 聖徳高校

・創立40周年記念式典
聖徳大学短期大学部

・～言語文化研究所公開シンポジウム～
『星の王子さま』をどう読むか

言語文化研究所
・インタビュー 眞壁哲夫先生
「自立した女性」を育てる学科

・音楽文化学科ピアノコース
推薦コンサート

・『専修学校重点支援プラン』を
実施しています。 幼児教育専門学校

・『エリマキトカゲ』が最優秀賞に…。
～第7回「とっておきのオーストラリア」
絵画コンクール～ 附属小学校

・初めてのバレエ発表会
附属浦安幼稚園

附属中・高 ─────── 1・5
聖徳中・高 ──────── 1
学園 ────────── 2
大学院・大学・短大───2～4
幼児教育専門学校──── 5
小学校 ──────── 5～6
幼稚園 ──────── 6～7
インフォメーション ──── 8

の
の
、
大
c
と
同
じ
く
三
年

生
と
し
て
チ
ー
ム
を
力
強
く

牽
引
し
て
く
れ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

三
区
、
四
区
を
走
っ
た
の

は
ど
ち
ら
も
一
年
生
の
選
手

で
生
ま
れ
て
初
め
て
の
都
大

路
で
し
た
。
桜
井
・
星
野
の
ふ

た
り
が
力
以
上
の
走
り
を
見

せ
、
五
区
の
成
毛
に
繋
い
で

く
れ
た
こ
と
が
、
今
回
の
成

績
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
受

け
と
め
て
い
ま
す
。

京
都
ま
で
応
援
に
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
っ
た
岡
本
校
長

先
生
は
、
レ
ー
ス
直
前
、
周

囲
の
人
た
ち
に
「
成
毛
は
絶

対
三
人
抜
き
ま
す
よ
」と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
結
果
が
そ
の
こ
と
ば
通

り
に
な
っ
た
こ
と
を
あ
と
で

聞
か
さ
れ
て
、
私
も
驚
き
ま

し
た
。

生
徒
た
ち
が
日
々
練
習
に

励
み
、「
頑
張
れ
ば
こ
こ
ま
で

や
れ
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と

を
現
実
に
見
せ
て
く
れ
た
こ

と
を
本
当
に
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

幸
い
に
も
今
回
の
出
場
メ

ン
バ
ー
の
う
ち
、
桜
井
、
星

野
、
成
毛
の
三
人
は
引
き
続

き
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
来
年
度
も
活
躍
を
続
け
て

く
れ
ま
す
。
駅
伝
部
の
部
員

た
ち
、
そ
し
て
今
春
入
部
し
、

あ
と
に
続
く
後
輩
た
ち
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
さ

ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
を
目
指
し

て
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
声
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

聖
徳
中
高
教
諭

駅
伝
部
顧
問

小
川
　
健
二

子
駅
伝
大
会
が
京
都
市
の
西

京
極
陸
上
競
技
場
発
着
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
、

本
校
駅
伝
部

は
出
場
四
十

七
校
中
十
三

位
と
い
う
好

成
績
を
残
す

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
十

三
位
は
本
校

史
上
最
高
記

録
と
な
り
ま

す
。タ

イ
ム
は

１
時
間
１０
分

３６
秒
。
残
念

な
が
ら
目
標

と
し
た
１
時

間
９
分
台
に

は
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

１０
位
台
の
結
果
は
県
勢
と
し

て
も
六
年
ぶ
り
の
躍
進
で
す
。

レ
ー
ス
展
開
は
、
一
区
の

大
c
千
聖
主
将（
三
年
）が
１９

分
３８
秒
で
７
位
に
つ
け
る
と
、

二
区
で
十
六
位
ま
で
後
退
し

た
も
の
の
、
三
区
の
桜
井
梨

沙（
一
年
）、
四
区
の
星
野
順

子（
同
）で
き
っ
ち
り
順
位
を

キ
ー
プ
し
、
最
終
走
者
の
成

毛
志
麻（
二
年
）が
順
位
を
三

つ
上
げ
、
後
続
の
追
い
上
げ

を
振
り
切
っ
て
ゴ
ー
ル
し
ま

し
た
。

五
人
の
選
手
た
ち
は
本
当

に
よ
く
走
っ
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
。

三
年
連
続
で
一
区
を
走
っ

た
大
c
は
、
十
一
月
末
に
足

に
痛
み
を
覚
え
、
十
日
ほ
ど

練
習
が
で
き
ず
、
悔
し
涙
を

流
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
故
障
明
け
で
の
ぞ
ん
だ

大
舞
台
で
主
将
と
し
て
の
意

地
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

二
区
を
走
っ
た
和
田
沙
織

（
三
年
）も
当
日
こ
そ
本
来
の

力
が
出
し
切
れ
な
か
っ
た
も

特別活動の記録聖徳中学校・高等学校
（主な実績）【平成17年4月～平成18年1月】

附属中学校・高等学校
（主な実績）【平成17年4月～平成18年1月】
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聖
徳
高
校

平成17年度祝・全国大会　出場！！ ■水泳部
・関東高等学校選手権水泳競技大会
100m・200mバタフライ出場 昆　宏枝　

■バドミントン部
・松戸市夏季バドミントン大会
団体戦　6位

■ゴルフクラブ
・第26回関東中学校ゴルフ選手権女子・個人の部
鮎川　杏子　　40位
長澤　七虹　　41位
三橋　奈々美　46位

■文芸クラブ
・第105回千葉県高等学校弁論大会
団体の部　優秀賞
個人の部　最優秀賞 渡邊　未耶

・第50回文部科学大臣杯全国弁論大会
優秀賞 成田　麻亜子

・全国高等学校弁論大会
準優勝 松本　響子

全国都道府県教育委員長協議会賞受賞

■バトン部
・第40回マーチングバンド・バトントワリング関東大会
高校　10位 銀賞受賞
中学 8位 銀賞受賞

■スキー部
・千葉県高等学校総合体育大会・スキー大会
アルペン競技 G.S.L 優勝 小櫃　万由子

S.L 優勝 小櫃　万由子
クロスカントリー競技 クラシカル 第3位 石野　麻有

フリー 第3位 石野　麻有
リレー競技 準優勝

・千葉県中学校総合体育大会・スキー大会
アルペン競技 G.S.L 4位 遠藤 みなみ

S.L 優勝 遠藤 みなみ
クロスカントリー競技 クラシカル 第4位 木村　泉心

フリー 第4位 木村　泉心

■吹奏楽部（音楽部吹奏楽編成）

・県吹奏楽コンクール予選

金賞入賞で本選へ

・県吹奏楽コンクール本選

県代表に選出　東関東大会へ

・東関東大会

金賞

・第31回千葉県アンサンブルコンテスト

【中学の部】 金管8重奏　金賞

■管弦楽部（音楽部管弦楽編成）

第12回全国高等学校選抜オーケストラフェスタ出場決定

■書道部

・第29回学芸書道全国展　最優秀団体賞受賞

【団体】 最優秀団体賞

【個人】

東京学芸大学長賞・中学生 山田　千穂
硯心会会長賞・高校生 磯部　幸香
全日本書写教育研究会賞・高校生 成瀬　愛

■陸上競技部

・松戸市中学校総合体育大会

石戸亜実　共通走幅跳第6位

■ソフトテニス部

・きらめき大会

加藤　智子・山本　萌未組　ベスト16

■体操競技部

・千葉きらめき総体

県代表個人戦出場

佐藤　歩夢、鎌田　優、川本　茉莉香

・全日本ジュニア体操競技選手権大会

鎌田　優、川本　茉莉香

・国民体育大会関東ブロック予選

鎌田　優　千葉県4位（岡山国体千葉県代表出場決定）

■バスケットボール部

・辰友杯

3位リーグ優勝

インターハイスキー競技出場決定！

全中スキー大会出場決定！

祝・日本大会　優勝！！

14年連続金賞受賞！！

祝・関東大会　優勝！！

祝・全国制覇！！

祝・国民体育大会　初出場！！

児
童
学
科
講
師
の
百
瀬
定

雄
先
生
が
第
二
十
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会（
二

〇
〇
六
／
ト
リ
ノ
）
競
技
種

目
「
リ
ュ
ー
ジ
ュ
」
に
監
督

と
し
て
参
加
さ
れ
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技

大
会
は
二
月
十
日（
金
）〜
二

十
六
日（
日
）ま
で
の
十
七
日

間
の
開
催
で
、
リ
ュ
ー
ジ
ュ

の
第
一
日
目
は
二
月
十
一
日

（
土
）で
す
。

ト
リ
ノ
五
輪
の

監
督
に
就
任
！！

去
る
十
二
月
二
十
五
日

（
日
）、第
十
七
回
全
国
高
校
女
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本
学
園
よ
り
、
十
二
名
の
先

生
方
が
、
日
頃
の
教
育
・
研
究

の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
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年
記
念
式
典

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

去
る
十
二
月
八
日（
木
）、
聖

徳
大
学
川
並
香
順
記
念
講
堂
に

お
い
て
、
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
文
部
科
学
副
大

臣
ほ
か
衆
・
参
両
院
の
先
生
方
、

私
学
関
係
団
体
の
方
々
、
諸
大

学
の
代
表
者
な
ど
学
外
か
ら
の

ご
来
賓
、
ま
た
、
短
大
一
、
二
年

生
、
後
援
会
、
同
窓
会
、
そ
し
て

本
学
教
職
員
関
係
者
が
参
列
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
お
茶
の
水
女
子
大

学
理
学
部
数
学
科
教
授
の
藤
原

正
彦
先
生
を
お
迎
え
し
、「
日
本

の
こ
れ
か
ら
、
日
本
人
の
こ
れ

か
ら
」
と
題
し
た
記
念
講
演
を

行
な
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
式
典

の
部
で
は
、
最
初
に
川
並
弘
昭

理
事
長
・
学
園
長
が
ご
挨
拶
さ

れ
、
短
大
創
立
四
十
周
年
の
歴

史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
現
在

ま
で
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て

歩
ん
で
き
た

こ
と
へ
の
感

謝
の
気
持
ち

を
述
べ
ら
れ

る
と
と
も
に
、

創
立
者
の
意

志
を
継
ぎ
、

人
間
教
育
に

ま
す
ま
す
励

ん
で
い
く
こ

と
を
力
強
く

宣
言
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
、

文
部
科
学
副

大
臣
　
馳
浩

先
生
、
参
議

院
議
員
倉
田

寛
之
先
生
か

ら
ご
祝
辞
を

頂
戴
い
た
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
本

学
に
勤
務
さ
れ
、
短
大
部
の
発

展
と
充
実
に
ご
尽
力
・
ご
貢
献
い

た
だ
い
た
川
並
知
子
先
生（
保
育

科
・
教
授
、
附
属
四
園
・
園
長
）、

桂
き
み
よ
先
生（
生
活
文
化
学

科
・
教
授
）、
伊
藤
輝
子
先
生（
生

活
文
化
学
科
・
教
授
）、
小
杉
洋

子
先
生（
児
童
学
科
・
教
授
）

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
本
学
の
同
窓
会

「
香
和
会
」
の
初
代
会
長
・

飯
塚
幸
子
様
、
現
会
長
・
長

江
曜
子
先
生
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
学
生
部
長

川
並
光
昭
先
生
か
ら
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
学
園
歌
を

斉
唱
し
て
、
式
典
は
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
本
学
体
育
館

に
場
所
を
移
し
て
行
な
わ
れ
た

祝
賀
会
は
、
参
議
院
議
員
　
山

東
昭
子
先
生
の
乾
杯
で
幕
を
開

け
、
出
席
者
の
皆
様
が
に
こ
や

か
に
ご
歓
談
を
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。
途
中
、
音
楽
文
化
学
科
の

先
生
方
に
よ
る
『
金
管
五
重
奏
』

の
演
奏
が
あ
る
な
ど
、
約
一
時

間
に
わ
た
る
祝
宴
は
、
盛
会
裏

の
う
ち
に
、閉
宴
い
た
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
研
究
所
で
は
、
学

術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、
生
涯
学
習
社
会

貢
献
セ
ン
タ
ー
で
、
十
二
月
十

日（
土
）に
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
合
わ
せ

る
と
約
百
名
が
集
ま
り
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
は
、
児
童
学
科

生
涯
学
習
指
導
者
コ
ー
ス
の
三

年
生
が
中
心
と
な
り
、「
社
会
教

育
イ
ベ
ン
ト
企
画
」（
児
童
学
科

教
授
清
水
英
男
先
生
指
導
）の

授
業
実
践
と
し
て
取
り
組
ん
だ

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
創
年
ク

ラ
ブ（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
）」
が
全
面
的
に
支
援
す
る
形

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月

初
旬
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

は
、
創
年
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
地

域
の
方
々
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ

り
、
セ
ン
タ
ー
を
華
や
か
に
色

づ
け
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
当
日
は
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
と
親
を
集
め

て
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
創

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
生
涯
学
習

研
究
所
教
職
員
が
協
働
し
た
四

世
代
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
楽

し
か
っ
た
あ
り
が
と
う
」「
今
度

い
つ
や
り
ま
す
か
？
」
な
ど
喜

び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
学
術
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
研
究
で

い
う
「
高
齢
者
が
青
少
年
活
動

へ
の
参
画
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
」

づ
く
り（
第
３
部
門
）で
あ
り
、

ま
た
、
学
生
に
お
い
て
は
、「
地

域
に
お
け
る
子
ど
も
活
動
」
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り（
第
２
部
門
）

の
実
践
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
企
画
の
方
法

な
ど
を
学
ぶ
上
で
重
要
な
機
会

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
継

続
的
に
行
い
、
聖
徳
大
学
か
ら

発
信
す
る「
生
涯
学
習
社
会
貢
献
」

を
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽
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徳
大
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短
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部
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度
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平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度

第
三
十
六
回

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
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功
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者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
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者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
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者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
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者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

生
涯
学
習
研
究
所

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て

去
る
平
成
十
七
年
十
月
二
十

七
日（
木
）、
千
葉
市
蘇
我
勤
労

市
民
プ
ラ
ザ
に
て
平
成
十
七
年

度
千
葉
県
献
血
感
謝
の
つ
ど
い

（
主
催
　
千
葉
県
、
日
本
赤
十
字

社
千
葉
県
支
部
）が
開
催
さ
れ
、

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
が
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支

部
長
よ
り
感
謝

状
の
贈
呈
を
受

け
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状

は
、
本
学
の
十

年
以
上
に
わ
た

る
献
血
活
動
に

対
し
て
贈
ら
れ

ま
し
た
。

今
年
度
は
、

学
内
で
の
献
血

の
開
催
が
八
回

（
昨
年
度
六
回
）

と
回
数
が
増
え

て
お
り
、
ご
協

力
者
数
は
延
べ

六
〇
〇
名（
昨

年
度
は
三
〇
〇

名
）を
超
え
る
多
く
の
方
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
献
血
を
通
し
て
、
赤
十

字
活
動
の
発
展
に
貢
献
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
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謝
状

献
血
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謝
状

献
血
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謝
状

献
血
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謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

献
血
感
謝
状

大
学
・
短
期
大
学
部

講演される藤原正彦先生

被表彰者：
高尾　公矢　先生
（社会福祉学科長）

被表彰者：
安部　 巳　先生

（日本文化学科 教授）

被表彰者：
花輪　茂道　先生

（総合文化学科 教授）

被表彰者：
海老江　康二　先生
（保育科　教授）

被表彰者：
碁石　雅利　先生

（総合文化学科 教授）

被表彰者：
伊藤　まり子　先生
（附属中高　教諭）

被表彰者：
川窪　由子　先生
（附属中高　教諭）

被表彰者：
山内　英昭　先生
（附属中高　教諭）

被表彰者：
吉岡　和子　先生

（附属浦安幼稚園　副園長）

被表彰者：
広瀬　晴美　先生

（附属第2幼稚園　副園長）

被表彰者：
鈴木　和子　先生
（附属第2幼稚園　主任）

被表彰者：
五藤　寿樹　先生

（現代ビジネス学科 助教授）

ク
リ
ス
マ
ス
会
行
わ
れ
る
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判
断
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
発

見
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
自
分
の
発

想
や
感
覚
を
見
つ
め
な
お
す
機
会
に

も
な
り
ま
す
。
時
に
は
他
人
に
迷
惑

を
か
け
た
り
、
叱
ら
れ
た
り
も
す
る

で
し
ょ
う
が
、
そ
の
結
果
を
自
分
で

反
省
し
成
長
の
糧
と
な
り
ま
す
。「
意

識
変
革
」
が
起
き
、「
人
間
」
と
し
て

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
実
際
、
こ
れ
ま

で
の
学
生
を
見
て
い
る
と
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
始
め
て
一
〜
二
ヶ
月

経
つ
と
「
学
生
」
か
ら
「
社
会
人
」
に

「
変
貌
」
し
ま
し
た
。

―
―
九
十
四
％
と
い
う
高
い
就
職

率
を
保
つ
秘
訣
は
？

【
眞
壁
】
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は

六
ヶ
月
間
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
が
大
き
な
要
因
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
向
け
て
、
教
育
の
「
三
本
柱
」
の

一
つ
で
あ
る
「
技
能
」
で
、「
マ
ナ
ー
」

「
パ
ソ
コ
ン
」「
簿
記
」「
英
語
」
の
そ

れ
ぞ
れ
で
資
格
を
取
る
よ
う
に
指
導

し
て
お
り
、
現
場
で
仕
事
が
出
来
る

「
即
戦
力
」
を
鍛
え
て
い
る
こ
と
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
。「
知
識
」
が
あ
り
、

「
技
能
」
が
あ
り
、「
人
間
」
と
し
て
成

長
し
て
い
る
女
性
で
あ
れ
ば
、
仕
事

も
で
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
他
人
か

ら
信
頼
さ
れ
、
社
会
で
も
評
価
さ
れ

ま
す
。
就
職
で
き
な
い
わ
け
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
組
織
的
に
も
、
学
科

で
就
職
委
員
会
を
組
織
し
、
就
職
指

導
の
計
画
・
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
事
務
局
の
キ
ャ
リ
ア
支

援
室
と
の
連
絡
も
頻
繁
に
と
り
、
連

携
を
密
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

学
生
に
正
社
員
に
な
り
な
さ
い
と
指

導
し
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
タ
ー
は
キ
ャ

リ
ア
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

―
―
ど
ん
な
資
格
試
験
の
対
策
を
？

―
―
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
教
育

の
目
標
は
？

【
眞
壁
】「
功
名
が
辻
・・・
山
内
一
豊

の
妻
」
の
放
映
が
始
ま
り
、
夫
を
支
え

る
賢
明
な
妻
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、

女
性
の
社
会
参
加
が
求
め
ら
れ
る
時

代
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
学
科
は
こ
の
時
代
の
流
れ
を
受
け

た
学
科
で
あ
り
、「
自
立
し
た
女
性
」

す
な
わ
ち
「
仕
事
が
で
き
る
女
性
」
を

育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ゆ
く

ゆ
く
は
女
性
起
業
家
が
輩
出
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

―
―
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
教

育
を
し
ま
す
か
？

【
眞
壁
】「
知
識
」、「
技
能
」、「
人
間
」

の
「
三
本
柱
」
を
教
育
の
テ
ー
マ
に
し

て
い
ま
す（
図
参
照
）。
ま
ず
、「
知
識
」

の
面
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の
専
門
能

力
を
身
に
付
け
る
た
め
、「
経
済
」「
経

営
」「
法
律
」「
Ｉ
Ｔ（
情
報
）」
な
ど
の

専
門
知
識
を
教
え
ま
す
。
次
に
、
社
会

で
活
躍
す
る
た
め
の
「
技
能
」
と
し

て
、
昔
の
「
読
み
」「
書
き
」「
そ
ろ
ば

ん
」
の
現
代
版
、「
マ
ナ
ー
」「
パ
ソ
コ

ン
」「
簿
記
」「
英
語
」
を
鍛
え
ま
す
。

最
後
に
、
他
人
を
理
解
で
き
て
、
他

人
に
信
頼
し
て
も
ら
え
る
「
人
間
」

を
育
て
る
た
め
、
他
の
大
学
に
は
な
い

六
ヶ
月
間
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
が
あ
り
ま
す
。

―
―
六
ヶ
月
間
の
長
期
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
？

【
眞
壁
】
三
年
生
に
な
る
と
、
企
業
、

自
治
体
、
法
律
事
務
所
、
会
計
事
務
所

な
ど
で
六
ヶ
月
間
、
そ
の
職
場
の
一

員
と
な
っ
て
仕
事
を
し
ま
す
。
そ
の

間
は
、
月
に
二
回
の
登
校
日
を
除
い

て
は
大
学
に
は
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
だ

け
長
期
間
に
な
る
と
、
他
大
学
の
二

週
間
ぐ
ら
い
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

と
は
違
う
特
色
が
出
て
き
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
特
色
で
し
ょ
う

か
？

【
眞
壁
】
少
子
化
の
時
代
に
育
っ
た
せ

い
か
、
学
生
は
「
自
分
が
何
を
や
る
か

で
は
な
く
、
人
に
や
っ
て
も
ら
え
る
」

と
い
う
意
識
に
な
り
が
ち
で
す
。
他

大
学
の
よ
う
な
二
週
間
の
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
で
は
企
業
側
も
学
生
を
お
客

様
の
よ
う
に
扱
う
た
め
、
そ
の
「
意
識

変
革
」
の
機
会
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
六
ヶ
月
間
と
も
な
る
と
学
生
も

仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
。
そ
う
す
る
と
、「
他
人
が
何
か

や
っ
て
く
れ
る
」
で
は
な
く
、
自
分
も

何
か
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
学
生
は

他
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
を
経
験
し
て
い
き
ま
す
。
自

分
と
異
な
る
発
想
や
感
覚
で
物
事
を

【
眞
壁
】
マ
ナ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
行
く
ま
で
継
続
し
て
鍛
え
、
秘

書
技
能
検
定
二
級
を
取
る
体
制
で
す
。

日
商
簿
記
検
定
二
級
は
補
習
体
制
を

組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
新
一
年
生

か
ら
日
商
簿
記
検
定
二
級
、
Ｍ
Ｓ
オ

フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
資
格
、
英
語
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

検
定
の
選
択
科
目
を
増
や
し
ま
し
た
。

取
得
し
た
い
資
格
に
応
じ
て
、
授
業

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
単
位

が
取
得
で
き
る
授
業
の
中
で
さ
ら
に

資
格
取
得
の
た
め
の
学
習
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
受
験
生
に
む
け
て
一
言

【
眞
壁
】
高
校
三
年
生
で
人
生
を
決
め

る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
大
い

に
悩
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
や
、
大
学

に
進
学
し
て
も
悩
み
続
け
る
の
は
普

通
で
す
。
そ
こ
で
本
学
科
で
は
段
階

を
踏
ん
で
、
学
生
が
自
分
の
人
生
を

決
め
る
た
め
の
指
導
を
し
て
い
き
ま

す
。ま
ず
、一
年
生
に
は「
自
分
探
し
」

の
ゼ
ミ
を
実
施
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
い
ま
す
。
平
行
し
て
、
社
会
に
出
る

た
め
に
必
要
な
「
知
識
」
を
学
び
、

「
技
能
」
を
身
に
付
け
ま
す
。
三
年
生

の
前
期
か
ら
は
六
ヶ
月
間
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
、
上
に
述
べ

た
よ
う
に
社
会
で
評
価
さ
れ
る
「
人

間
」
に
成
長
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
る

後
期
か
ら
は
就
職
活
動
を
始
め
ま
す
。

な
お
、
少
人
数
の
ゼ
ミ
は
二
、
三
、
四

年
次
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に

応
じ
て
、
面
倒
見
良
く
指
導
し
て
い

き
ま
す
。
悩
ん
で
い
る
学
生
に
は
ぜ

ひ
本
学
科
に
来
て
自
分
の
人
生
を
決

め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
に
、

言
語
文
化
研
究
所
の
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
し
ば
ら
く
、
同
研
究
所
の

講
演
会
な
ど
で
は
ア
ジ
ア
・
日
本

文
化
関
係
の
こ
と
が
ら
を
採
り

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

西
洋
文
学
に
目
を
向
け
、『
星
の

王
子
さ
ま
』
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ご
存
じ
の

よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
日
本
で

の
著
作
権
保
護
期
間
が
二
〇
〇

五
年
に
満
了
し
、
各
出
版
社
か

ら
新
訳
も
多
く
出
版
さ
れ
、
静

か
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

稲
田
弘
子（
本
学
社
会
福
祉
学

科
教
授
）、
大
島
省
子（
本
学
非

常
勤
講
師
）、
北
村
弘
明（
本
学

言
語
文
化
研
究
所
教
授
）の
各
先

生
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、
山
口

博
研
究
所
長
の
司
会
で
、
各
翻

訳
の
比
較
、
言
語
の
響
き
、
内
容

な
ど
の
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
見

解
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
英

米
文
化
学
科
の
ブ
テ
ィ
エ
先
生

や
学
生
が
各
国
語
の
訳
で
本
文

を
朗
読
し
、
映
像
作
品
も
見
た

り
し
な
が
ら
、
作
品
の
魅
力
に

つ
い
て
多
角
的
視
点
か
ら
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
聴
衆
か
ら
も
、
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
、「
大
人
の
た
め
の

童
話
」
と
い
う
特
質
が
大
き
く

浮
か
び
上
が
り
、
有
意
義
な
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
り
ま
し
た
。

「
自
立
し
た
女
性
」
を
育
て
る
学
科

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
学
科
長

眞
壁
哲
夫
先
生

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

十
一
月
二
十
三
日（
水
）、
秋
晴

れ
の
な
か
学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
寮

生
の
希
望
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
寮
生
自
ら
が
発
案
・
運
営
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
大
会
で
は

寮
生
の
参
加
率
が
過
去
最
高
と
な

り
、
例
年
に
も
増
し
た
盛
り
上
が

り
と
な
り
ま
し
た
。

ど
の
競
技
も
練
習
を
重
ね
た
姿

を
覗
う
こ
と
が
で
き
、
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
争
い
と
な
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
順
和
寮
は
今
年
度
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
た
め
、
二
年

生
が
い
な
い
状
況
で
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
が
、
応
援
合
戦
で
は
お

揃
い
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

身
に
ま
と
い
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
を

披
露
す
る
な
ど
、
他
の
寮
に
引
け

を
取
ら
な
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

今
大
会
で
見
せ
て
く
れ
た
こ
の

団
結
力
と
若
さ
溢
れ
る
プ
レ
ー
は
、

寝
食
を
と
も
に
し
て
い
る
寮
生
な

ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。
笑
顔
と

真
剣
な
顔
が
交
錯
し
た
今
回
の
経

験
が
、
今
後
の
寮
生
活
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
戦
績
結
果
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

学
部
四
年
生
・
短
大
部
二
年
生
・

専
攻
科
修
了
年
次
生
に
と
っ
て
は

残
り
少
な
い
学
生
生
活
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
学
生
個
々
が
楽
し
か

っ
た
事
、
辛
か
っ
た
事
な
ど
様
々

な
思
い
出
を
胸
に
四
月
よ
り
新
た

な
道
に
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
・
各
種
施
設
そ
し
て

一
般
企
業
。
数
多
く
の
学
生
が
多

岐
に
渡
っ
た
就
職
先
で
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
社
会
の
一
員
と
し
て

良
識
の
あ
る
人
物
に
成
長
し
て
く

れ
る
こ
と
を
熱
望
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
本
学
で
は
公
立
小
学

校
教
員
採
用
試
験
最
終
合
格
者
百

十
三
名
と
い
う
新
記
録
を
達
成
し

ま
し
た
。
合
格
者
は
次
代
を
担
う

子
供
た
ち
の
教
育
と
い
う
重
要
な

使
命
を
背
負
い
、
喜
び
・
期
待
・
不

安
で
一
杯
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
を
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。

全
国
で
も
珍
し
い
六
ヶ
月
と
い
う
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
導
入
し
、
ま
た
そ

の
高
い
就
職
率
で
知
ら
れ
る
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
。
今
回
は
そ
の
現
代
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
の
特
長
や
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
科
長
の
眞
壁
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

〜
言
語
文
化
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か

『
星
の
王
子
さ
ま
』を
ど
う
読
む
か
言語文化研究所

……………和心寮３）応援団体賞　
（チャリンコGET賞）

優　勝
準優勝
第３位
敢闘賞

富士見寮
香 風 寮
和 心 寮
順 和 寮

１）バレーボールの部
優　勝
準優勝
第３位
敢闘賞

富士見寮
香 風 寮
順 和 寮
和 心 寮

2）綱引きの部

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
四
回

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
だ
よ
り

公
立
小
学
校
教
員
採
用
試
験

新
記
録
！！

新
記
録
！！

113名113名
最終合格最終合格

【公立小学校】

東京都48名、千葉県37名、
埼玉県14名、

大阪府5名、さいたま市2名
、横浜市2名、

神奈川県1名、茨城県1名、
愛知県1名、

京都府1名、沖縄県1名

人間人間人間人間人間人間人間人間人間人間人間人間人間人間人間人間人間人間人間
「長期インターンシップ」

知識知識知識知識知識知識知識知識知識知識知識知識知識知識知識知識知識知識知識
「経済」「経営」など

技能技能技能技能技能技能技能技能技能技能技能技能技能技能技能技能技能技能技能
「マナー」「簿記」など

現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」
現代ビジネス学科
教育の「3本柱」

大
学
・
短
大
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外国語学科

外国語学科の一角で、文部科学省科学研究費補助金プロジェクト、「英語が使える日本人のため

の発音指導」の実験的指導が進行中です。その特徴をまとめると、（１）新情報を英語でコミュニケ

イト、（２）発音は発音記号と近似カナ表記の併用、（３）個人個人を指導する、の３つです。

（１）英語でコミュニケイト：事前指導として、例えば名詞を定義するときは、上位概念語・特徴・

用途の順で説明できるようにします。

（２）発音記号と近似カナ表記の併用：「文字さえ間違わなければよい」という漢字文化圏にいる

英語受講者は、例えば、flesh（人体の肉）とfresh（新鮮な）、flight（飛行）とfright（恐怖心）などに見られる/ｌ/と/ｒ/の区別などを命題化し、到達させね
ばなりません。また、発音記号をしっかりと身につけるには、日本語でどれだけ迫れるか、そしてどうすれば英語音が出せるかの処方箋を案出します。

例えば、tennisを英語らしく発音しようとして、［then.Is］という発音記号を見ても、英語らしく

発音できるとは限りません。なぜならば、日本語の「テニス」との違いは、母音の/Ｉ/の前の/ｎ/

に大きな差があるからです。それを解決するには、近似カナ表記で、「テネィス」のように表記し、

英語の場合は、前舌と口蓋の接触がより少ないことを明示した方が実態に迫ることができます。

（３）個人個人の指導：少人数クラスで個人指導が可能になるのは一人一人教師と対話形式で行

うことができるからです（写真）。English、outline、play、collectなどは/ｌ/の発音が特に難しい音
ですが、徹底した個人指導で、外国語学科の学生は全部正しい/ｌ/を発音できるようになってい
ます。「発音ばっかりやっても」という外部からの声も聞こえますが、発音＞音読＞説明・定義の

指導過程は、持続すれば効果が高まってきます。

英語の発音指導

人
文
学
部
に『
心
理
学
科
』が
開
設
さ
れ
ま
す

今
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
既

存
の
学
科
以
外
に
、
人
文
学
部

に
新
学
科
と
し
て
『
心
理
学
科
』

が
新
た
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
基
礎
重
視
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
心
理
学
に
関
す
る
基
礎
知

識
を
体
系
的
に
習
得
で
き
ま
す
。

通
学
課
程
と
同
じ
教
授
陣
が
数

多
く
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

通
信
教
育
は
、
在
宅
学
習
を

中
心
に
学
習
を
進
め
ま
す
が
、

年
二
回
か
ら
三
回
、
直
接
教
員

か
ら
の
講
義
や
指
導
を
受
け
る

面
接
授
業（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）を
実

施
し
ま
す
。
去
る
十
二
月
に
大

学
院
、学
部
、短
大
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
が
実
施
さ
れ
、
多
く

の
学
生
が
授
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
地

方
在
住
在
学
生
の
利

便
を
図
る
た
め
の
エ
リ

ア
ス
ク
ー
リ
ン
グ（
仙

台
、
福
岡
、
名
古
屋
）

も
一
月
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
一
月

二
十
日
か
ら
は
、
平
成
十
八
年

度
四
月
生
の
願
書
受
付
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
一
年
次
入
学
並

び
に
三
年
次
編
入
生
を
受
付
て

お
り
ま
す
。
お
近
く
に
ご
興
味

を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
、是
非
と
も
ご
紹
介
い
た
だ
き

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
十
二
月
七
日（
水
）に
本

学
川
並
香
順
記
念
講
堂
に
お
い

て
、『
第
六
回
児
童
学
科
・
保
育

科
ピ
ア
ノ
演
奏
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
、
五
月
に
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
抜
さ
れ
た
、

児
童
学
科
二
・
四
年
生
、
保
育
科

二
年
生
の
学
生
た
ち
が
、
千
名

を
超
え
る
鑑
賞
学
生
、
先
生
方

や
保
護
者
の
方
々
の
前
で
、
実

習
や
就
職
活
動
な
ど
忙
し
い
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
厳
し
い
練

習
を
積
み
重
ね
、
懸
命
に
仕
上

げ
た
曲
を
披
露
す
る
も
の
で
す
。

彼
女
た
ち
の
演
奏
は
、
一
緒
に

学
ん
で
来
た
同
世
代
の
仲
間
を

は
じ
め
と
し
て
、
聴
い
て
い
る

人
々
に
少
な
か
ら
ぬ
感
動
を
与

え
ま
し
た
。

彼
女
た
ち
が
つ
む
ぎ
出
す
ピ

ア
ノ
の
音
色
に
は
、
学
生
た
ち

に
と
っ
て
特
別
な
力
が
あ
り
ま

す
。
演
奏
者
の
純
粋
な
思
い
入

れ
が
共
感
を
呼
ぶ
の
で
す
。

保
育
者
を
目
指
す
彼
女
た
ち

に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
シ
ョ
パ

ン
の
楽
曲
は
、
直
接
仕
事
と
関

係
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
《
芸
術
作
品
》
の
持
つ
、
心

の
深
い
と
こ
ろ
に
訴
え
か
け
る

美
し
さ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ

る
こ
と
は
、
感
性
の
幅
を
拡
げ

る
き
っ
か
け
と
な
る
は
ず
で
す
。

豊
か
な
人
間
性
を
も
っ
て
、

子
ど
も
達
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
保
育
者
を
数
多
く
世
の
中

へ
送
り
出
し
た
い
と
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

平
成
十
八
年
一
月
八
日（
日
）

の
午
後
、
東
京
の
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル（
小
ホ
ー
ル
）で
「
音
楽

文
化
学
科
ピ
ア
ノ
コ
ー
ス
推
薦

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
例

年
学
内
の
奏
楽
堂
で
行
わ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
年
々
演
奏
水

準
が
高
く
な
り
広
く
一
般
の

方
々
に
も
お
聴
き
い
た
だ
く
た

め
、
昨
年
に
引
き
続
き
学
外
で

の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。

演
奏
者
は
、
推
薦
さ
れ
た
二

年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
の
ピ
ア

ノ
コ
ー
ス
の
学
生
十
名
で
す
。

ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
作
品
や
シ
ュ
ー
マ
ン
、

リ
ス
ト
の
ロ
マ
ン
派
の
名
曲
、

ロ
シ
ア
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
音

楽
や
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、
バ
ル
ト
ー

ク
、
メ
シ
ア
ン
等
の
近
現
代
の

作
曲
家
の
多
様
な
ピ
ア
ノ
作
品

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
新
春
の
寒
さ
の
厳
し

い
日
で
あ
り
ま
し
た
が
、
難
曲

や
大
曲
に
挑
む
学
生
の
真
摯
な

演
奏
に
、
学
長
先
生
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
が
最
後
ま
で
耳
を

傾
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
演

奏
し
た
学
生
の
関
係
者
だ
け
で

は
な
く
教
職
員
の
方
々
や
卒
業

生
の
顔
も
見
受
け
ら
れ
、
多
く

の
一
般
の
お
客
様
に
も
聴
い
て

い
た
だ
き
充
実
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

音
楽
文
化
学
科

で
は
今
後
も
学
内

外
で
の
演
奏
を
予

定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

通信教育

'

ピ
ア
ノ
コ
ー
ス

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催

1. 鈴木　花織（2年生）
ベートーヴェン：ピアノソナタ

第4番　変ホ長調　作品7 第1楽章

2. 佐藤　弥生（2年生）
シューマン：ピアノソナタ

第2番　ト短調　作品22 第1楽章

3. 萩原　美香（3年生）
ラフマニノフ：プレリュード

ト長調　作品32-5、変ロ長調　作品23-2

4. 藤井　遼子（3年生）
バルトーク：組曲　作品14 Ⅰアレグレット
Ⅱスケルツォ Ⅲアレグロ・モルト Ⅳソステヌート

5. 稲田　あすか（3年生）
シューマン：幻想曲　作品17 第1楽章

6. 千吉良　優子（4年生）
シューマン：ピアノソナタ

第1番　嬰へ短調　作品11 第1、4楽章

7. 田中　美穂（4年生）
ドビュッシー：《映像》

第1集 Ⅰ水の反映 Ⅱラモーを讃えて Ⅲ運動

8. 山尾　啓子（4年生）
リスト：バラード　第2番　ロ短調

9. 中井　美冴季（4年生）
ラフマニノフ：コレルリの主題による変奏曲

ニ短調　作品42

10. 渡邉　明日美（4年生）
メシアン：8つのプレリュードより　Ⅰ鳩　
Ⅲ軽やかな数　Ⅳ過ぎ去った時　Ⅷ風の中の反映

音
楽
文
化
学
科

プログラム

お問い合せ先

通信教育学務課
〒277-8551 松戸市松戸1169
聖徳大学生涯学習社会貢献センター内

TEL：047-365-1200
URL：www.seitoku.jp/tk

E-mail：tsuushin@seitoku.ac.jp

児
童
学
科
・
保
育
科
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ノ
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ノ
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平
成
十
七
年
十
二
月
十

九
日（
月
）、
本
校
体
育
館

に
お
い
て
『
青
少
年
セ
イ

フ
テ
ィ
ー
宣
言
コ
ン
サ
ー

ト
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
「
少

年
の
規
範
意
識
の
向
上
を

図
り
、
非
行
防
止
に
資
す

る
観
点
か
ら
、
警
察
や
関

係
機
関
が
学
校
と
連
携
し
、

生
徒
の
目
線
で
考
え
た
教
材
を

活
用
し
て
生
徒
の
非
行
防
止
と

被
害
防
止
を
呼
び
か
け
る
」
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

第
一
部
の
非
行
防
止
教
室
で

は
、
千
葉
県
警
察
本
部
生
活
安

全
部
少
年
課
の
少
年
補
導
専
門

員
の
方
か
ら
青
少
年
が
巻
き
込

ま
れ
や
す
い
事
件
に
つ
い
て
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
「
非
行
防
止
寸
劇
・
カ

ル
シ
ウ
ム
不
足（
松
戸
国
際
高
校

演
劇
部
に
よ
る
）」
は
、
ひ
と
こ

ろ
話
題
に
な
っ
た
「
親
父
狩
り
」

を
題
材
に
し
た
も
の
で
も
あ
り
、

皆
、
真
剣
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
。
第
二
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
本
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と

県
警
の
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ

る
フ
ラ
ッ
グ
演
技
で
盛
り

上
が
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

最
後
は
本
校
生
徒
の
「
セ

イ
フ
テ
ィ
ー
宣
言
」
で
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
ニ
ュ
ー
ス
番

組
や
新
聞
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
少
年
犯
罪

が
「
自
分
た
ち
も
加

害
者
や
被
害
者
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
事

件
」
と
し
て
生
徒
た

ち
の
心
に
強
く
印
象

付
け
ら
れ
、
そ
の
防
止
に

つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今

回
の
青
少
年
セ
イ
フ
テ
ィ
ー

宣
言
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に
あ

た
り
、
千
葉
県
警
察
本
部
や
松

戸
警
察
署
、
防
犯
協
会
な
ど
多

く
の
機
関
の
方
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

青
少
年
セ
イ
フ
テ
ィ
ー

宣
言
コ
ン
サ
ー
ト

幼
児
教
育

専
門
学
校

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

平
成
十
七
年
度
文
部
科
学
省

『
専
修
学
校
重
点
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
』
に
採
択
さ
れ
た（
聖
徳
フ
ラ

ッ
シ
ュ
第
十
九
号
〔
平
成
十
七

年
八
月
〕
に
紹
介
）
本
校
の
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

採
択
事
業
の
『
保
育
の
聖
徳
・

卒
業
生
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
と
在

校
生
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
実
践
プ

ラ
ン
』
を
行
う
上
で
、
五
つ
の
分

科
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
分
科
会

の
内
容
は
、
第
一
分
科
会
で
は
、

卒
業
生
の
ニ
ー
ズ
把
握
調
査
を

実
施
し
現
在
、
集
計
中
で
す
。
第

二
分
科
会
は
、
保
育
現
場
で
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
求
め
て
い

る
か
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
調
査
し

て
い
ま
す
。
第
三
分
科
会
で
は
、

現
場
支
援
と
地
域
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
第
四
分
科
会
で

は
、
相
談
業
務
と
Ｗ
ｅ

ｂ
情
報
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
第
五

分
科
会
は
、
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
卒
業
生
に

対
し
て
グ
ル
ー
プ
研
究

発
表
会
へ
の
ご
案
内
や

情
報
機
器
操
作（
初
級
）

講
座
を
企
画
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
こ
こ
で
は
五

つ
の
分
科
会
の
中
か

ら
、
第
三
分
科
会
で
の

現
場
支
援
と
地
域
支
援
の
活
動

に
つ
い
て
学
生
の
感
想
を
中
心

に
ご
報
告
し
ま
す
。

第
三
分
科
会
で
は
第
二
分
科

会
で
の
地
域
の
幼
稚
園
や
保
育

園
の
現
場
の
ニ
ー
ズ（
ミ
ニ
劇
場

隊
・
教
材
準
備
隊
・
遊
ぼ
う
隊
・
ク

リ
ー
ン
隊
）調
査
を
も
と
に
、
そ

の
中
よ
り
港
区（
近
隣
）の
幼
稚

園
・
保
育
園
に
限
定
し
、
四
つ
の

園
で
現
場
支
援
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

以
下
は
、
現
場
支
援
の
四
つ

の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
実
際
に
実

施
し
た
学
生
か
ら
の
声
で
す
。

『
保
育
の
聖
徳

卒
業
生
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
と

在
校
生
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

実
践
プ
ラ
ン
』を

実
施
し
て
い
ま
す
。

カ
ン
タ
ス
航
空
／
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
航
空
・
日
本
支
社
「
第
七

回
『
と
っ
て
お
き
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
』
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

最
優
秀
賞
に
、
附
属
小
学
校
・
四

年
三
組
の
桝
田
大
景
君
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
こ
の
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
子
供
た
ち
に
豊
か
な
感

性
と
自
由
な
発
想

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
親
し
み
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、

カ
ン
タ
ス
航
空
が

一
九
九
九
年
よ
り

毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。
第

七
回
目
を
迎
え
た

本
年
は
、
過
去
最

高
の
八
五
〇
点
以

上
も
の
力
作
が
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
中
か
ら
選
ば

れ
ま
し
た
。
十
二

月
七
日（
水
）に
は

カ
ン
タ
ス
航
空
の

方
々
が
直
接
本
人
に
賞
状
と
副

賞
を
授
与
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
本
校
を
訪
れ
、
校
長
先
生
、
副

校
長
先
生
、
四
学
年
児
童
出
席

の
も
と
授
与
式
を
実
施
し
ま
し

た
。
桝
田
君
は
「
最
初
は
、
ど
ん

な
動
物
を
描
く
か
迷
い
ま
し
た
。

で
も
爬
虫
類
が
好
き
な
の
で
エ

リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
模
様
や
色
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
色
を

混
ぜ
な
い
で
描
き
ま
し
た
。
自

分
で
も
上
手
に
描
け
た
と
思
っ

た
の
で
賞
に
入
っ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
感
想

を
言
い
ま
し
た
。
こ
の
桝
田
君

の
描
い
た
エ
リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
は
、

色
鮮
や
か
に
堂
々
と
描
か
れ
た
、

す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
。
カ
ン

タ
ス
航
空
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

航
空
の
二
〇
〇
六
年
の
卓
上
カ

レ
ン
ダ
ー
の
絵
柄
に
も
選
ば
れ

ま
し
た
。

『
エ
リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
』
が

最
優
秀
賞
に
…
。

〜
第
七
回
「
と
っ
て
お
き
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
〜

附
属
小
学
校
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:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

Rみつばち保育園で活躍しました。

みなと幼稚園でいろいろと経験できました。みなと幼稚園で子どもたちのために心を込めて行いました。

三田幼稚園で“聖徳クリーン隊”。ただ今清掃中です。

今
後
は
、
他
の
学
生
に
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
て
、
よ
い
経
験
を
積
ん

で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

◎
『
み
つ
ば
ち
保
育
園
』
で
は
、

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
乳
幼

児
用
の
お
も
ち
ゃ
作
り
を
い

た
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
で
は
学
べ
な

い
こ
と
が
学
べ
る
の
で
、
今
後

は
、
自
分
か
ら
進
ん
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
で
す
。

（
１
部
二
年
生
）

◎
『
み
な
と
幼
稚
園
』
で
は
、

園
児
の
ス
モ
ッ
ク
の
ボ
タ
ン

つ
け
、
袖
の
ゴ
ム
直
し
、
靴
下

に〝
み
な
と
〞と
園
名
を
書
く
等

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業

を
終
え
て
、
子
ど
も
と
一
緒
に

遊
び
、
園
の
見
学
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
場
で
働
く

先
生
方
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仕

◎
『
聖
徳

学
園
三
田
幼
稚
園
』
で

は
、
十
二
月
十
七
日（
土
）

に
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
あ

り
、
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
先
生
方

自
身
が（
先
生
方
の
出
し

物
の
時
は
特
に
）と
て
も

楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が

私
達
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

先
生
方
が
楽
し
ん
で
い

る
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も

達
も
心
か
ら
楽
し
ん
で

みなと幼稚園で子どもと遊ぶ。一番楽しいです。

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

保
護
者
の
方
々
の
ハ
ン
ド
ベ

ル
に
も
感
激
し
ま
し
た
。
行
事

に
参
加
し
て
よ
い
経
験
が
で

き
ま
し
た
。

（
１
部
一
年
生
）

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

卓上カレンダーに採用された
桝田君の絵画

事
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
仕
事
で

も
、
子
ど
も
達
の

た
め
に
丁
寧
に

や
る
こ
と
の
大

切
さ
や
物
を
大

切
に
使
う
こ
と

等
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
１
部
二
年
生
）
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幼
稚
園
短
信

二
学
期
に
入
る
と
子
ど
も
達

の
興
味
や
関
心
が
、
多
方
面
に

広
が
り
、
梅
組（
年
中
）で
は
松

組（
年
長
）の
行
動
が
と
て
も
気

に
な
る
様
で
す
。
特
に
給
食
の

準
備
の
時
の
三
角
巾
に
エ
プ
ロ

ン
姿
の
松
組
に
あ
こ
が
れ
て
う

ら
や
ま
し
そ
う
に
「
私
も
早
く

あ
の
格
好
を
し
て
先
生
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
な
」
と
い
う
声

が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る
様
に

な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
友
達

関
係
も
広
が
り
を
見
せ
始
め
、

グ
ル
ー
プ
活
動
も
出
来
る
様
に

な
り
、
出
席
報
告
や
給
食
の
当

番
活
動
を
始
め
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
当
番
の
日
が
分
か
っ
て

い
て
そ
の
日
が
く
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。「
今
日
は

給
食
当
番
だ
よ
」「
早
く
エ
プ
ロ

ン
つ
け
な
く
ち
ゃ
」「
三
角
巾
は

難
し
い
よ
、
先
生
手
伝
っ
て
下

さ
い
」
と
当
番
の
仕
事
に
入
る

ま
で
が
大
変
な
子
ど
も
達
で
す
。

「
○
○
ち
ゃ
ん
、
箸
と
ス
プ
ー
ン

配
ろ
う
よ
」「
じ
ゃ
あ
僕
達
は
お

皿
配
る
ね
」
な

ど
と
会
話
を

し
な
が
ら
当

番
活
動
を
し

て
い
る
姿
は
、

と
て
も
楽
し

そ
う
で
す
。
ク

ラ
ス
の
友
達

が
園
庭
か
ら

戻
っ
て
く
る

と
「
は
い
、
ト

イ
レ
に
行
っ

て
手
洗
い
、
う

が
い
を
し
て

下
さ
い
」「
み

ん
な
席
に
着

い
て
下
さ
い
」

と
ま
る
で
小

さ
な
先
生
の

様
で
す
。「
頂

き
ま
す
」
の
挨

拶
も
し
、
み
ん

な
の
前
で
き

ち
ん
と
話
し
て
い
る
子
ど
も
達

を
見
て
い
る
と
、
つ
く
づ
く
成

長
を
感
じ
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
活
動
や
当
番
活
動

を
通
し
て
友
達
と
の
関
わ
り
が

広
が
り
、
ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り

が
少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
る
様

で
す
。
又
、
一
人
ひ
と
り
が
責
任

（
年
中
）・
松
組（
年
長
）が
そ
れ
ぞ

れ
天
使
様
に
誓
い
の
言
葉
を
言

い
、
良
い
子
に
な
れ
る
よ
う
約

束
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
年
ご
と
に
踊
り

や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、

歌
や
合
奏
も
し
て
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
終
盤
に
差

し
掛
か
る
と
、
サ
ン
タ
さ
ん
の
登

場
で
す
。
鈴
の
音
と
共
に
サ
ン

タ
さ
ん
が
そ
り
に
乗
っ
て
や
っ
て

来
る
と
子
供
達
は
大
興
奮
！
口

を
開
け
た
ま
ま
思
わ
ず
立
ち
上

が
っ
た
り
、「
サ
ン
タ
さ
ん
だ
！

サ
ン
タ
さ
ん
だ
！！
」
と
興
奮
し

て
友
達
と
手
を
取
り
合
っ
た
り
、

大
変
な
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ン
タ
さ
ん
が
握
手
を

し
て
く
だ
さ
る
と
、
そ
の
手
の

ぬ
く
も
り
に
い
つ
ま
で
も
浸
っ

て
い
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
現
実
的
な
考
え

方
ば
か
り
が
横
行
し
、
空
想
の

世
界
が
大
切
に
さ
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。「
サ
ン
タ
さ
ん
て
ど
う
や
っ

て
来
て
く
れ
た
の
か
な
…
？
」

「
本
当
に
お
ひ
げ
が
は
え
て
い
た

よ
！
」
と
子
供
達
の
思
い
描
く

夢
や
理
想
の
世
界
、
信
じ
る
心

を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
大
人
た

ち
が
守
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

十
二
月
十
七
日（
土
）第
三
幼

稚
園
の
ホ
ー
ル
に
保
護
者
の
方

も
お
呼
び
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
赤
や
青

の
灯
り
が
つ
い
た
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
が
点
灯
す
る
と
会
場
か

ら
大
歓
声
、
そ
し
て
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
が
現
れ
る
と
感
動
の
声

が
あ
が
り
、
み
ん
な
で
「
メ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
」
の
歌
を
歌
っ
て

始
ま
り
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス

会
で
は
、
桜
組（
年
少
）・
梅
組

ト
、
サ
キ
ソ
フ
ォ
ー
ン
な
ど
の

木
管
楽
器
と
フ
レ
ン
チ
ホ
ル
ン

を
加
え
、「
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
」
と

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

本
ク
ラ
ブ
は
毎
朝
七
時
三
十

分
か
ら
八
時
二
十
分
ま
で
の
五

十
分
間
練
習
し
て
い
ま
す
。
他

の
公
立
校
と
は
異
な
り
、
皆
、
遠

く
か
ら
通
学
し
て
い
る
た
め
、

放
課
後
の
練
習
が
出
来
ま
せ
ん

が
、レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
年
間
六
十

曲
ほ
ど
に
も
達
し
ま
す
。
し
か

も
、
今
年
は
新
し
い
楽
器
を
担

当
し
た
児
童
が
多
い
う
え
、
楽

譜
が
す
べ
て
吹
奏
楽
用
に
変
わ

っ
た
た
め
、
例
年
よ
り
も
譜
読

み
が
大
変
で
す
。

そ
ん
な
中
、
夏
休
み
に
行
わ

れ
た
「
第
四
十
七
回
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
は
メ
ン
バ
ー
の
半

分
以
上
が
初
心
者
と
い
う
状
態

で
参
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

銀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
は
児
童
た
ち
の
頑

張
り
と
、
そ
れ
を
支
え
る
方
々
の

存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い

ま
す
。
大
学
の
プ
ロ
の
先
生
方

を
は
じ
め
、
教
員
の
知
人
、
児
童

の
保
護
者
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
楽
器
の
指
導
に
来
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
か

ら
、
聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
・
高

等
学
校
の
吹
奏
楽
部
と
合
同
練

習
を
始
め
ま
し
た
。
普
段
の
練

習
方
法
や
奏
法
の
欠
点
な
ど
を

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
わ
れ
る
の
で
、

飛
躍
的
に
上
達
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
保
護
者
の
方
々
の

協
力
。
今
回
吹
奏
楽
編
成
化
す

る
に
あ
た
り
、
楽
器
の
購
入
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
も
、
後
援
会
の

方
々
の
多
大
な
る
ご
支
援
に
よ

り
実
現
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
朝
早
い
時
間
に
子
供
た

ち
を
送
り
出
し
て
く
れ
る
保
護

者
の
方
々
の
ご
苦
労
に
は
頭
が

下
が
る
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
声

援
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
が
昭
和
六
十
一
年
に
開

校
す
る
と
同
時
に
、
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル
の
金
管
バ
ン

ド
と
し
て
発
足
し
た
「
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
」
も
、
今
年
度
か

ら
は
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

く
ん
）「
優
秀
賞
」（
一
年
・
渋
井

雄
太
く
ん
、
五
年
・
川
並
弘
順
く

ん
）「
優
良
賞
」（
八
名
）「
佳
作
賞
」

（
十
一
名
）「
奨
励
賞
」（
四
十
五

名
）「
努
力
賞
」（
八
十
七
名
）と
、

合
計
百
五
十
五
名
の
児
童
が
受

賞
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
最
高
の

賞
で
あ
る
「
文
部
科
学
大
臣
奨

励
賞
」
は
、
全
て
の
応
募
者
の
中

か
ら
、
た
っ
た
一
人
し
か
選
ば

れ
ま
せ
ん
。
玉
田
さ
ん
は
、
授
賞

式
に
出
席
し
、
自
分
の
書
い
た

感
想
文
を
発
表
し
ま
し
た
。
と

て
も
す
ば
ら
し
い
発
表
で
し
た
。

本
校
で
は
、
図
書
室
だ
け
で

は
な
く
、
各
学
年
、
学
級
、
ふ
れ

あ
い
広
場
に
も
本
を
設
置
し
、

い
つ
で
も
児
童
が
読
書
す
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
読
書
活
動
を
通

し
て
豊
か
な
感
性
を
養
い
、
人

を
思
い
や
る
心
を
育
て
て
い
け

る
よ
う
な
指
導
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
附
属
小
学
校
は
、

毎
年
全
児
童
で
取
り
組
ん
で
い

る
「
て
の
ひ
ら
文
庫
賞
読
書
感

想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お

い
て
、
四
年
連
続
、「
最
優
秀
校

賞
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

個
人
の
活
躍
も
目
覚
し
く
、
今

年
度
は
九
万
二
千
九
百
三
十
八

点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、「
文

部
科
学
大
臣
奨
励
賞
」及
び「
最

優
秀
賞
」（
六
年
・
玉
田
実
音
さ
ん
）

「
最
優
秀
賞
」（
三
年
・
藤
平
理
久

毎
年
冬
に
な
る
と
、
雪
の
ペ

ン
キ
屋
さ
ん
が
や
っ
て
き
て
、

あ
た
り
一
面
、
白
一
色
に
な
り
ま

す
。
い
つ
も
遊
ん
で
い
る
園
庭

な
の
に
、
こ
の
時
ば
か
り
は
、
本

当
に
美
し
く
ど
こ
か
別
世
界
に

来
た
よ
う
で
す
。
教
師
が
、
寒
さ

の
心
配
を
し
て
い
る
そ
ば
か
ら

子
ど
も
達
は
、「
先
生
、
お
外
に

行
っ
て
遊
ん
で
い
い
で
す
か
？
」

や
、「
雪
遊
び
し
た
ー
い
！！
」
と
、

嬉
し
さ
と
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着
て
、
長

ぐ
つ
を
履
い
て
園
庭
へ
飛
び
出

す
子
ど
も
の
目
は
と
て
も
輝
い

て
い
ま
す
。
雪
の
上
を
寝
転
ん

で
み
た
り
、
み
ん
な
で
大
き
な

雪
だ
る
ま
を
作
っ
た
り
、
雪
合

戦
を
し
た
り
と
、
つ
い
つ
い
時

間
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
う

程
、
教
師
も
子
ど
も
達
も
楽
し

ん
で
遊
ん
で

い
ま
す
。「
先

生
！
」
と
、

ほ
っ
ぺ
を
触

る
手
の
、
あ

ま
り
の
冷
た

さ
に
び
っ
く

り
す
る
程
子

ど
も
は
「
冷

た
い
で
し
ょ
。」

と
、
ニ
コ
ニ

コ
し
な
が
ら

雪
で
い
っ
ぱ

い
遊
ん
だ
赤

い
手
を
教
師

に
自
慢
し
て

い
る
よ
う
で

す
。
又
、
園

庭
の
築
山
の

上
か
ら
ダ
ン

ボ
ー
ル
や
、

ビ
ニ
ー
ル
袋

を
敷
い
て
滑
っ
て
遊
ぶ
こ
と
も

子
ど
も
達
は
大
好
き
で
す
。

子
ど
も
達
は
〝
雪
の
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
〞
と
名
付
け
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
途
中
で
転
倒

し
て
大
笑
い
を
し
た
り
、
ど
こ

ま
で
進
む
か
友
達
と
距
離
を
競

争
し
た
り
、
教
師
も
本
気
で
子

ど
も
達
に
勝
と
う
と
、
熱
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
本
園
で
は
、
こ

の
よ
う
に
教
師
も
子
ど
も
達
も

雪
が
降
っ
た
年
は
ほ
お
を
赤
く

染
め
、
空
か
ら
の
贈
り
物
で
あ

る
白
銀
の
世
界
を
、
体
全
体
で

夢
中
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

雪
あ
そ
び

八
王
子
中
央
幼
稚
園

多
摩
中
央
幼
稚
園

グ
ル
ー
プ
活
動

（
給
食
当
番
）

「
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
」か
ら

「
吹
奏
楽
」
ク
ラ
ブ
へ

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

感
や
協
力
す
る
気
持
ち
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
け
る
様
、
引

き
続
き
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

又
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
中
で
自

信
を
つ
け
、
様
々
な
活
動
の
意

欲
に
つ
な
げ
ら
れ
る
様
に
し
て

い
き
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

附
属
第
三
幼
稚
園

附
属
小
学
校

平成14年度 金賞（演奏曲「フニクリフニクラ狂詩曲」）第44回大会

平成15年度 銀賞（演奏曲「日本の詩」）第45回大会

平成16年度 金賞（演奏曲「風になりたい」）第46回大会

平成17年度 銀賞（演奏曲「パシフィックドリームス」）第47回大会

千葉県吹奏楽コンクール受賞歴

四
年
連
続

『
最
優
秀
校
賞
』
受
賞

〜
第
二
十
九
回
「
て
の
ひ
ら
文
庫
賞
」

読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
〜
附
属
小
学
校

！！
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幼
稚
園
の
玄
関
に
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
た
十
二
月

三
日（
土
）に
小
野
正
子
バ
レ
エ

ス
タ
ジ
オ
松
戸
教
室
の
ク
リ
ス
マ

ス
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
の
五
月
に
附
属
幼
稚

園
で
バ
レ
エ
教
室
が
開
か
れ
て

一
年
七
ヶ
月
、
木
曜
日
と
土
曜

日
の
週
二
回
幼
稚
園
の
ホ
ー
ル

で
三
歳
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の

幼
児
・
児
童
が
四
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
レ
ッ
ス
ン
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
頃
の
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ス
で
は

泣
き
ベ
ソ
を
か
い
て
先
生
や
お

母
さ
ま
方
を
困
ら
せ
て
い
る
幼

児
も
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
幼

児
た
ち
の
表
情
も
キ
ュ
ッ
と
引

き
締
ま
り
、
柔
軟
・
バ
ー
レ
ッ
ス

ン
と
指
導
さ
れ
る
先
生
の
一
挙

手
一
投
足
に
集
中
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
九
月

に
発
表
会
の
日
程
が
決

ま
り
、
ク
ラ
ス
毎
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
レ
ッ
ス
ン
が
始

ま
る
と
、
覚
え
た
て
の

振
付
を
得
意
気
に
「
先

生
見
て
！
」
と
踊
っ
て

見
せ
て
く
れ
る
事
も
あ

り
、
徐
々
に
意
欲
も
高

ま
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

待
ち
に
待
っ
た
発
表
会

当
日
は
、髪
型
を
ア
ッ
プ

に
し
衣
装
を
着
て
う
っ

す
ら
と
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

も
し
て
い
た
だ
き
、す
っ

か
り
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
気
分
の
よ

う
で
し
た
。
会
場
に
は
両
親

を
始
め
、
遠
く
か
ら
お
出
で

く
だ
さ
っ
た
祖
父
母
の
方
、

そ
し
て
、
バ
レ
エ
に
関
心
の

あ
る
方
等
約
百
八
十
名
の
方

が
集
ま
り
ビ
デ
オ
や
デ
ジ
カ

メ
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
一

人
ひ
と
り
の
演
戯
に
暖
か
な

拍
手
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
幼
児
の
中
に
は
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
か
ら
ベ
ソ
を
か
い
て
し

ま
い
、
先
生
方
も
大
慌
て
と

い
う
一
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ざ
舞
台
に
上
が
れ
ば
し
っ

か
り
と
踊
る
こ
と
が
出
来
、

初
め
て
の
リ
ト
ル
バ
レ
リ
ー
ナ

の
ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会
は
盛

会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。「
ド
キ
ド
キ
し
た
け
ど

た
の
し
か
っ
た
」「
ま
た
、
踊
り
た

い
！
」
と
舞
台
を
経
験
し
て
ち
ょ

っ
と
自
信
が
つ
い
た
子
ど
も
達

の
笑
顔
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て

い
ま
し
た
。

当
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

レ
ッ
ス
ン
担
当
の
先
生
が
ス
パ

ン
コ
ー
ル
や
ビ
ー
ズ
を
一
人
ひ

と
り
の
衣
装
に
一
針
一
針
心
を

込
め
て
縫
付
け
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
何
か
と
励
ま
し
て
く
だ
さ

る
な
ど
、
先
生
方
の
ご
指
導
の

賜
物
と
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
も
一
度
レ
ッ
ス
ン
風

景
を
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
？

枯
葉
の
舞
い
散
る
十
二
月
六

日（
火
）、第
七
回
目
の「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
タ
イ
ム
を
ご
一
緒
に
」
の
タ

イ
ト
ル
で
親
子
一
緒
に
折
紙
で

楽
し
い
遊
び
の
プ
ラ
ン
を
た
て

ま
し
た
。
こ
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
は
、
聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

四
園
が
子
育
て
支
援
を
目
的
と

し
た
活
動
の
一
つ
で
、
希
望
す

る
親
子
を
募
っ
た
と
こ
ろ
三
十

一
組
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
ホ
ー
ル
に
園
児
机
を
並

べ
、
折
紙
の
基
本
形
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
身
近
な
動
物
や
キ
テ
ィ

ち
ゃ
ん
な
ど
親
し
み
の
持
て
る

題
材
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

何
の
変
哲
も
な
い
一
枚
の
紙
が

順
次
に
変
化
し
一
つ
の
作
品
が

出
来
る
過
程
に
お
い

て
、
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
み

な
ら
ず
目
と
手
の
協

応
動
作
は
脳
に
刺
激

を
与
え
集
中
力
を
高

め
心
も
落
ち
つ
か
せ

る
の
で
は
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
時
・
場
所

を
選
ば
ず
一
枚
の
紙

が
あ
れ
ば
親
子
で
折

紙
作
品
が
作
れ
る
喜

び
が
あ
り
ま
す
。
大

き
い
包
装
用
紙
を
用

い
て
折
方
の
見
本
を

示
す
と
、
和
気
藹
々
親
子
で
取

り
組
み
ま
し
た
。「
手
を
ア
イ
ロ

ン
の
様
に
し
、
し
っ
か
り
と
折

り
目
を
つ
け
て
折
り
ま
し
ょ
う
」

と
声
を
か
け
る
と
可
愛
い
可
愛

い
モ
ミ
ジ
の
様
な
手
で
折
り
始

め
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
の
手
を

借
り
る
子
、
笑
顔
で
応
え
る
お

母
様
、
そ
こ
は
か
と
な
く
日
常

家
族
の
母
子
の
様
子
が
垣
間
見

れ
て
微
笑
ま
し
い
限
り
で
し
た
。

最
後
ま
で
一
人
で
や
り
遂
げ
た

子
、
各
々
明
る
い
楽
し
気
な
様

子
で
し
た
。
最
後
に
ク
リ
ス
マ
ス

も
近
い
の
で
絵
皿
で
折
紙
リ
ー

ス
を
作
り
、
お
み
や
げ
に
持
ち

帰
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
在
園
親

子
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
で

し
た
が
、
来
年
は
近
隣
に
も
声

を
か
け
、
さ
ら
に
親
子
で
興
味

を
持
っ
て
取
り
組
め
る
企
画
を

立
案
し
、
聖
徳
大
学
附
属
浦
安

幼
稚
園
の
教
育
を
理
解
し
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
、
地
震
国
と
言
わ
れ

世
界
で
起
き
る
地
震
の
十
分
の

一
が
日
本
で
起
き
て
い
る
そ
う

で
す
。
幼
い
幼
児
を
預
か
っ
て

い
る
幼
稚
園
と
し
て
常
に
災
害

に
対
す
る
意
識

を
高
く
持
ち
万

一
の
事
態
に
備

え
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。
園
で
は
、

消
防
署
の
方
よ

り
指
導
を
受
け

避
難
訓
練
を
年

間
を
通
し
て
実

施
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
度

は
、
教
職
員
全

員
で
松
戸
市
柿

ノ
木
台
の
「
千

葉
県
西
部
防
災

セ
ン
タ
ー
」
で

地
震
、
風
水
害
、

通
報
訓
練
、
火

災
の
消
火
訓
練
等
の
実
体
験
を

し
ま
し
た
。
過
去
に
日
本
で
起

き
た
地
震
の
中
で
最
大
だ
っ
た

関
東
大
地
震
の
七
度
強
、
次
に

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
阪
神
淡
路

地
震
の
七
度
と
同
様
の
揺
れ
を

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
体
験
し
、
そ

の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

地
震
時
は
、
ま
ず
第
一
に
身
の

安
全
を
守
る
事
を
優
先
し
テ
ー

ブ
ル
の
下
な
ど
に
隠
れ
、
落
下

物
を
避
け
揺
れ
が
収
ま
る
の
を

待
ち
ま
す
。
揺
れ
て
い
る
間
の

行
動
は
、
無
駄
な
動
き
で
大
変

に
危
険
を
伴
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
火
事
が
発
生
し
た
場

合
は
、「
火
事
だ
」
と
大
き
な
声

で
周
囲
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
知

ら
せ
自
分
で
で
き
る
範
囲
で
消

火
に
あ
た
る
事
で
、
実
際
に
消

火
体
験
も
し
ま
し
た
。
火
元
に

し
っ
か
り
と
消
化
器
を
向
け
余

分
な
動
き
を
し
な
い
事
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実

体
験
を
通
し
火
事
災
害
の
恐
怖

を
痛
感
し
ま
し
た
。
い
つ
ど
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
災
害
が
生

じ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
だ
け
に

幼
稚
園
で
は
万
全
を
期
し
、
幼

児
に
安
心
感
を
持
た
せ
、
誘
導

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
冷

静
で
機
敏
な
行
動
力
、
状
況
を

よ
く
掴
む
的
確
な
判
断
力
も
求

め
ら
れ
、
責
任
の
重
大
さ
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

報
道
番
組
か
ら
は
毎
日
の
よ

う
に
事
件
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
て
き
ま
す
。
園
児
に
と

っ
て
も
保
護
者
に
と
り
ま
し
て

も
不
安
は
隠
せ
な
い
よ
う
で
す
。

幼
稚
園
で
も
教
職
員
間
で
の
安

全
対
策
な
ど
は
考
え
て
お
り
、
そ

こ
で
三
田
警
察
防
犯
係
の
指
導

に
よ
り
子
ど
も
達
に
防
犯
講
習

会
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
①
知

ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な

い
②
出
か
け
る
時

に
は
行
き
先
を
言

う
③
一
人
で
は
遊

ば
な
い
④
連
れ
て

行
か
れ
そ
う
な
時

は
「
助
け
て
！
」
と

大
き
な
声
で
叫
ぶ

と
言
う
約
束
が
あ

る
こ
と
を
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
腹
話
術

で
人
形
の
ケ
ン
ち

ゃ
ん
と
の
約
束
を

再
確
認
し
た
り
腕

を
つ
か
ま
れ
た
時

の
払
い
方
や
車
で

声
を
掛
け
ら
れ
た
ら
逆
方
向
に

逃
げ
る
等
の
実
践
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
は
楽
し
い

会
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
た
よ

う
で
す
が
、
こ
の
経
験
も
頭
の
ど

こ
か
で
働
い
て
く
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
教
職
員
も
防
御
棒
の
使

い
方
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
が
、

い
ざ
と
言
う
時
に
私
た
ち
は
子

ど
も
の
命
を
守
る
の
が
役
割
で

す
。
犯
人
に
は
怯
ま
ず
対
応
し
警

察
が
来
る
ま
で
の
時
間
、
長
く
感

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
子
ど

も
達
を
守
る
為
の
学
び
と
心
構

え
が
出
来
ま
し
た
。
防
御
棒
の
設

置
場
所
や
設
置
本
数
な
ど
園
全

体
に
目
を
配
り
子
ど
も
の
安
全

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

在
園
児
対
象
の

防
犯
教
室

三
田
幼
稚
園

初
め
て
の

バ
レ
エ
発
表
会

附
属
幼
稚
園

附
属
浦
安
幼
稚
園

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
を

ご
一
緒
に
」

…
親
子
で
作
っ
て
遊
べ
る

楽
し
い
折
紙
…

防
災
体
験
を
し
て

附
属
第
二
幼
稚
園

風速22mを体験
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お手数ですがご協力のほどよろしくお願いいたします。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、是非皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp/gakuen/flash/ index.html
〈ご意見・ご感想の宛て先〉

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
（インターネットからは http://www.seitoku. jp/gakuen/toiawase/ の「その他のご意見・お問い合わせ」まで）

読
者
の
欄

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

音楽文化 

～ ２月２１日（火） ２月０６日（月） 
内部推薦B 
一般入試B 
社会人特別B 
私費留学生特別B

２月２６日（日） 

～ ２月２１日（火） ２月０６日（月） 
内部推薦B 
一般入試B 
社会人特別B 
私費留学生特別B

内部推薦B 
一般入試B 
社会人特別B

内部推薦B 
一般入試B 
社会人特別B

２月２５日（土）、２６日（日） 

～ ２月１６日（木） ２月０６日（月） ２月２６日（日） 

～ ２月１６日（木） ２月０６日（月） ２月２５日（土）、２６日（日） 

児童学 
臨床心理学 
言語文化 
人間栄養学 

音楽文化 

児童学 
臨床心理学 
言語文化 
人間栄養学 

前

期

課

程 

後

期

課

程 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

博士前期４月生（B日程） ３月１１日（土） ～ ３月０７日（火） １月３０日（月） 
博士後期４月生 ２月２６日（日） ～ １月２５日（水） １２月１２日（月） 

４月生 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

内部C、一般D ２月２４日（金） ～ ２月２１日（火） ２月０６日（月） 
内部C、学士・一般・社会人D ２月２４日（金） ～ ２月２１日（火） ２月０６日（月） 編入学 

専攻科 

特
別
入
試 

・ 

推
薦
入
試 

一
般
入
試 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

２月１１日（土） 後期B日程 ～ ２月１０日（金） ２月１１日（水） 
２月２６日（日） 後期C日程 ～ ２月２５日（土） ２月１３日（月） 
３月１８日（土） 後期D日程 ～ ３月１７日（金） ３月１１日（水） 
２月１１日（土） 後期B日程 ～ ２月１０日（金） ２月１１日（水） 
２月２６日（日） 後期C日程 ～ ２月２５日（土） ２月１３日（月） 
３月１８日（土） 後期D日程 ～ ３月１７日（金） ３月１１日（水） 

２月０５日（日） 選抜入学試験Ｃ日程 中学 ～ ２月０4日（土） １月７日（土） 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

一般第3回入試 ２月１２日（日） 
２月２日（木）～２月８日（水）必着 

０２月０９日（木）・１０日（金） 

中
学 窓口での出願期間  

郵送での出願期間  

入試日 願書受付期間 入試区分 
入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

～ ２月２１日（火） ２月０６日（月） センター試験入試B 
一般入試B ２月２３日（木）～２４日（金） 

― 

～ ３月１０日（金） ２月２７日（月） センター試験入試C 
一般入試C ３月１４日（火）～１５日（水） 

― 

※1  試験日自由選択制。音楽文化のみ指定日あり。［B日程 2月24日（金）、C日程 3月14日（火）］ 
※2  音楽文化は実技あり［B日程 2月24日（金）、C日程 3月14日（火）］ 

学
部
／
短
大 ※1

※2

※1

※2

平成18年度　入 試 日 程

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

聖徳大学大学院通信教育課程（共学）

聖徳大学大学院通学課程（共学／昼・夜開講） 聖徳大学人文学部編入学（女子）聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

聖徳大学幼児教育専門学校（女子）

聖徳大学附属聖徳中学校（女子）
聖徳大学人文学部（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

聖徳大学附属中学校（女子）
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かすが荘では、現在期間限定のお得な宿泊プランを実施中です！
この機会に皆さまお誘い合わせの上、どうぞお越しください！

山中湖荘では、季節の食材を活かした自慢の料理をご用意して、
皆さまのお越しをお待ちしています！

▲

など

春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！春休みもかすが荘・山中湖荘へどうぞ！ 信州春日温泉 かすが荘 長野県佐久市春日温泉
聖 徳 学 園 山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野506

信州春日温泉 かすが荘 Tel:0267-52-2111信州春日温泉 かすが荘 Tel:0267-52-2111 聖徳学園 山中湖荘 Tel:0555-62-3111聖徳学園 山中湖荘 Tel:0555-62-3111

新春プラン （実施中～3月31日まで）

ご夕食に牛すき鍋、寄せ鍋も選べるご宿泊プランです！
在学生・教職員は通常料金＋1,900円で「新春プラン」のお食事をご利用いただけます。

平日　1泊2食　8,300円～
※休前日1,050円増し

ご利用料金
在学生

教職員

卒業生・家族

―――――― 平日　1泊2食

―――――― 平日　1泊2食

――― 平日　1泊2食

5,200円
5,250円（休前日5,850円）
8,150円（休前日9,250円）保養連泊 プラン （実施中～3月31日まで）

60歳以上の方を対象としたご宿泊プランです！ 平日　2泊5食　15,000円～※休前日1,050円増し

（5組様以上）

日帰り プラン （実施中～3月31日まで）

日帰りの宴会と温泉へのご入浴が
セットになったプランです！

全日　3,200円／4,200円

親子ご一緒 プラン （3月1日～31日まで）

謝恩会などを対象とした
日帰りプランです！

保護者様、お子様お二人で　5,000円

※山中湖荘では現在実施中の特別プランはございません。

※写真は各プランのメニュー例（寄せ鍋）です。

ご予約や各プランの詳細は
各フロントまでお問い合わせください。

かすが荘

山中湖荘

Tel：0267-52-2111 Fax：0267-52-2119
E-mail：kasugaso@sas.janis.or.jp

Tel：0555-62-3111 Fax：0555-62-3112

本学園ホームページからも
詳細をご覧いただけます。

www.seitoku.jp/gakuen/house/

聖徳大学・音楽研究センター第2回オペラ公演

〈出演者〉
アルマヴィーヴァ伯爵：

青戸　 知
伯爵夫人（2幕）：

荒木　淑子
伯爵夫人（3幕、4幕）：

森岡　紘子
フィガロ：

藪西　正道
スザンナ：

宮部　小牧
ケルビーノ：

加賀ひとみ
マルチェッリーナ：

栗田　真帆
バルトロ／アントーニオ：

小野　和彦
バジリオ：

小原　啓楼
ドン・クルツィオ：

志田　雄啓
バルバリーナ：

明石　真衣
二人の娘：

冨岡　春恵
横尾可奈子

チェンバロ：

山口　佳代
合唱

聖徳オペラクワイア
オーケストラ

聖徳大学
フィルハーモニーオーケストラ

●指 　 揮：高橋 大海
●演 　 出：十川 稔
●照 　 明：矢口 雅敏
●美 　 術：升平 香織
●副 指 揮：高橋 誠也

大井 剛史
●舞台監督：賀川 祐之

フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚フィガロの結婚
Wolfgang Amadeus Mozart

W.A.モーツァルト作曲

●
松
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歩
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←西日暮里 
　（地下鉄千代田線） 

←上野 
　（JR常磐線） 

柏→ 

（新京成線） 

イトーヨーカドー 

松戸駅 

東口 

公　園 

聖徳大学 

団　地 

お車でのご来場は
ご遠慮下さい。

【催しのお問い合せは】
聖徳大学音楽研究センター

事務局
〒271-8555
松戸市岩瀬550
Tel.047-365-1111
（内線3231～4）

2006年 2月16日（木）
●開場／17：30 ●開演／18：00

【会場】／聖徳大学川並香順記念講堂
【入場料】／2,000円（全席自由、税込）

主催／聖徳大学・音楽研究センター

「阿波木偶 人形 ― ―」を
（多田　健二作）展示中！
於　川並香順記念講堂入口・
エスカレーターの右脇

本学では、建学の精神を理解させる一つの方法として本物
教育の素晴らしさを取り上げております。この度、講堂に展
示した人形「お染」は、実演する人形浄瑠璃の場で操られる
ものです。人形浄瑠璃に使われる人形を木偶と呼び、特に阿波
の国（現在の徳島県）では数多くつくられ、阿波木偶と呼ばれ
ています。
ここに展示した人形「お染」は、宝永七（1710）年、実際に

あった事件をもとにつくられた代表的な作品『新版歌祭文』
の「湯屋の段」に登場する主人公です。人形を使う芝居の始
まりは、平安時代まで遡ることができますが、慶長年間に、
人形浄瑠璃として開花したと言われます。現在、阿波の人形
浄瑠璃は、重要無形民俗文化財として指定されています。
制作者である多田健二氏は、これ

までフランス・中国の博物館等の公
共施設に出品し、高い評価を受けて
います。その作品の生き生きとした
表情は、まるで私たちに話かけてい
るようです。さらに同氏は、人形浄
瑠璃の伝承と児童の郷土教育への貢
献により、（財）博報児童教育振興会
から、第三十六回博報賞（文化教養
育成部門）を受賞されました。
シリーズコンサートなどで講堂に

お越しの際には、ごゆっくりとご覧
ください。

特 別 展 覧 会
聖 徳 大 学 短 期 大 学 部 創 立 4 0 周 年 記 念
「大自然の神秘―ダイヤモンドの世界」展

開催日：平成18年4月20日（木）まで
（休館 毎日曜・祝日と学事日程による休業日）

開催時間：午前9時～午後5時
お問い合せ：川並記念図書館　Tel.047-365-1111（代表）

●第1会場／聖徳大学　8号館
クリスタルホール　ギャラリー

・「ダイヤモンドとは？」／「ダイヤモンドはどこからきた
のか？」／「ダイヤモンドの硬さの秘密」／「ダイヤモン
ドが輝く理由」／「ダイヤモンド四十の謎」など

・写真でたどる「ダイヤモンドの生い立ち」

■特別展示：
・英国のエリザベス女王の冠と笏（レプリカ）
・ダイヤモンドを含んだ岩石（キンバレー岩）（実物）

●第2会場　聖徳大学　8号館
クリスタルホール　利根山光人記念ギャラリー

で こ

で こ

で　 こ

お染お染お染お染お染お染お染お染お染お染お染お染お染お染お染お染お染
そめそめそめそめそめそめそめそめそめそめそめそめそめ

ダイヤモンドの原石
（実物）

英国のエリザベス女王の冠（レプリカ）

母なる地球の胎内に誕生したダイヤモンドは、「永遠」
の象徴といわれ、大自然の神秘を感じさせます。その美し
い輝きと共にその特質は、地球上で最も硬い結晶（クリス
タル）として知られています。その硬さのため、トンネル
を掘削する時に使用するドリルの刃先として使われてい
ます。また、鋭く研磨することができるため、医療用のメ
スとしても用いられています。さらに、近年では最新の電
子機器用素材としても注目されています。
このようにダイヤモンドには幅広い用途や可能性が秘

められています。今後も現代社会に無くてはならない宝
石として、その存在感を高めることでしょう。
本記念展覧会は、大自然から育まれたダイヤモンドの

神秘を解き明かすと共に、世界で最も大きな原石から研
磨されたダイヤモンドが使われている英国エリザベス女
王の冠と笏のレプリカを特別に展示します。この機会に、
かけがえのない地球から誕生したダイヤモンドが、人間
の英知により様々に利用されていることを知り、大自然
に対して改めて理解を深めることができればと思います。


